
令和２年度  瑞穂野南小学校 学校評価書 
 
１ 教育目標（目指す児童像含む） 

社会に貢献できるよう，心身ともに健康で，豊かな人間性をもった実践力のある児童を育成する。 
     ・ 健康で たくましい子（体）       ・ よく考え やりぬく子（知） 

・ 正しく 思いやりのある子（徳）     ・ ふるさとを愛する子（徳） 

 
 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

「人間尊重の教育」を基盤として，全職員が自らの使命を自覚し教育活動の充実に努めるとともに，

家庭・地域と協働した地域とともにある学校づくりを推進し，学校教育目標の具現化を目指す。 

目指す学校像  ・安全・安心な学校    ・力のある学校    ・地域とともにある学校  
 
 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）○「健康でたくましい子」の育成に向け，基本的な生活習慣を身に付ける指導と主体的に健康な体つく

りができる教育活動を推進する。 
（２）○「正しく思いやりのある子」の育成に向け，道徳科の充実を図り，個々のよさを伸ばし，かかわるこ

とをとおして認め合い，豊かな人間関係を築く教育活動を推進する。 
（３）○「よく考えやりぬく子」の育成に向け，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図り，

学びに向かう集団づくりをとおして，学習意欲の向上を目指した学習活動を推進する。 
（４） 「ふるさとを愛する子」の育成に向け，地域ボランティアの協力を得た体験活動や，宇都宮学を中心

にした学習活動を推進する。また，本地域ならではの災害等を正しく理解し，自ら危険を予測して回避

できる力を身に付けられる活動を推進する。 
（５） 保護者・地域と連携した教育活動の推進を図るため，社会に開かれた教育課程の視点に立ち，地域の

教育力を最大限に生かし，家庭及び地域社会との連携を一層深めるとともに，積極的な情報発信に加え，

地域協議会を効果的に活用し，地域とともにある学校づくりを推進する。 
（６） 教職員が健康で教育活動へのやりがいをもって勤務し，質の高い教育が行えるよう，「働き方改革」の

視点に立ち，職場環境並びに業務改善の取組を推進する。 
（７） 教職員が，教育のプロとしての誇りを持つとともに，真摯な態度で自己研鑽に努め，児童の思いに寄

り添いながら一人一人を大切にした教育活動を展開し，誰からも信頼される教職員として職務を遂行す

る。 
  【瑞穂野地域学校園教育ビジョン】 
    ９年間の連続した学びの中で，生きる力（確かな学力，健やかな体，豊かな人間性，社会性）を育て

る小中一貫教育 

 
 
４ 教育課程編成の方針 

（１） 編成にあたっては，関係法令，小学校学習指導要領，県教育委員会の指導指針，宇都宮市学校教育スタンダード，

学校経営の方針等に基づき，学校及び児童の実態を十分に踏まえ，家庭・地域との連携・協働により，「社会に開か

れた教育課程」を実現する。 

（２） 学習指導要領の内容を十分に理解し，人格の完成を目指し，個性の伸長と豊かな人間関係づくり，基礎的・基本的

な学習内容の定着と活用力の育成を図るとともに，各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，教科横断的な視点で内

容の充実を図り，知・徳・体にわたる「生きる力」を育むことができる教育課程を編成する。 

（３） 児童一人一人の生きる力を育むために，地域の教育力を生かした特色ある教育活動を展開し，教師と児童が一体と

なった創造的な活動に取り組む。また，特別の教科 道徳の時間を要として，学校教育活動全体，並びに家庭・地域

における豊かな体験をとおして，児童の道徳性の育成を図り，道徳的実践力が養われるよう教育課程を編成する。 

（４） 小中一貫教育カリキュラムを展開していく中で，地域学校園の各学校と連携を図り，小中一貫教育の趣旨を十分に

踏まえた教育課程を編成する。 

  



５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 
【 学 校 運 営 】 
地域や家庭と連携し，児童も教職員も生き生きと主体的に活動できる安全・安心な学校づくりの推進 
・安全な学校づくり 
・児童が安心して楽しく通える学校づくり 
・学力の向上を目指す学校づくり 
・勤務時間並びに業務改善を意識した働き方の推進によるゆとりのある学校づくり 

【 学 習 指 導 】 
・思いをつなげ，学びの楽しさが見付かるカリキュラムの構想 

【 児 童 生 徒 指 導】 
・「一人一人の特性を伸ばし合える，学びに向かう集団づくり（学業指導の充実）」 

【健康（体力・保健・食・安全）】 
・自己の健康・体力に関心をもち，進んで健康な体つくりに取り組む児童の育成 

 
６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

      ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

※今年度は，学校生活全般にわたって感染症拡大防止に十分配慮しながら教育活動を推進する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

目 

指 
す 

児 

童 

の 

姿 

Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話をし

っかりと聞いたり発表し

たりするなど，進んで学習

に取り組んでいる。」 

⇒児童・保護者・教職員の

肯定的回答 ８５%以上 

・授業を通して，「話を聞く」「分かりや

すく伝える」態度や技能が高まるように

指導する。 

○国語・算数を中心に基礎的・基本的な

内容の定着を図る。また，その効果的な

指導方法，児童の学力向上に向けての支

援の手立てを工夫する。 

・授業での言語活動を重視し，自分の考

えをまとめる時間を確保して主体的・対

話的な学びの充実を目指す。 

・学習ルールの更なる定着を図りなが

ら，双方向的なコミュニケーションを大

切にしようとする姿勢を育てる。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ８４．６％ 

 保護者   ９６．３％ 

 教職員  １００．０％ 

・ 児童は目標をわずかに下回った。 

・ 感染症対策のため，通常の話合い活動を

充実させることが難しかったが，指導を

工夫し，双方向にコミュニケーションを

図った学習を進めてきた。 

【次年度の方針】 

・ 校内研修を通じて，主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた授業改善に取り組

む。 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，

思いやりの心をもって優

しく接している。」 

⇒児童・保護者・教職員・

地域住民の肯定的回答 

８５%以上 

・朝の会，帰りの会で他者への優しい行

いを称賛する。 

・思いやりに欠けた言動が見られた場合

には，その都度他者の立場から考えてみ

るよう促すなど，丁寧に指導する。 

・人権教育年間指導計画に基づき，学校

全体の教育活動において人権教育を推

進する。 
○なかよし班活動では，遊びだけでなく

清掃の時間も異学年交流の場として活

用し，相手の立場を理解して思いやる心

を育てる。 
 
 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９３．７％ 

 保護者   ９５．５％ 

 教職員  １００．０％ 

 地域住民 １００．０％  

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 人権教育だけでなく，道徳教育年間指導

計画にも基づき，学校全体の教育活動におい

て人権教育を推進する。 
○ 縦割り班活動での異学年交流の場を活用

して多くの教職員が関わり，全校体制で相

手の立場を理解して思いやる心を育てる。 
 



Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナー

を守って生活している。」 

⇒児童・保護者・教職員の

肯定的回答８５%以上 

・ふりかえりタイムなどをとおして，児

童が生活目標を進んで自覚し，落ち着い

た生活を送ろうとする態度を育てる。 
○チャイムが鳴らない授業の開始時刻

や一斉下校時の下校時刻など，時間を守

ることの指導を徹底する。 
・“マナー３か条”「①先にあいさつをし

ましょう ②廊下や階段は静かに右側

を歩きましょう ③友達は『さん』付け

で呼びましょう」を設定し，「マナーを守

っている」ことを実感できるようにす

る。また，「脱いだ靴を下駄箱にきちんと

整頓する習慣」の会得を徹底し，自分自

身の言動を振り返ったり他者のことを

考えて行動したりできる児童の育成を

目指す。 
 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ８４．６％ 

 保護者   ９７．０％ 

教職員  １００．０％ 

・ 児童は目標をわずかに下回った。 

【次年度の方針】 

・ 職員の生活当番活動を充実させ，適切な

場所で適切な機会に指導を行い，きまり

やマナーを守って生活するこの大切さに

ついて児童の意識付けを図っていく。 
・ 朝会や校内放送を利用して，児童指導担

当が全校児童に呼びかけを行い，意識を

高める。 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じた

あいさつをしている。」 

⇒児童・教職員・保護者・

地域住民の肯定的回答８

５%以上 

○児童会プロジェクト活動による毎朝

のあいさつ運動，下校時のあいさつ，児

童集会での呼びかけ等により，自ら進ん

であいさつしようとする態度を育てる。 
・学級での指導，集会時や日常の指導な

どをとおして，全校体制であいさつを重

視する環境づくりを進める。 
・教職員から進んで丁寧なあいさつをす

ることで範を示し，教職員，保護者，来

客に対して自分からあいさつできる児

童を育成する。また，児童同士でも互い

に気持ちのよいあいさつができるよう，

あいさつ強化週間を定期的に設定し，児

童の意識を向上させる。 
 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９７．２％ 

保護者   ８９．６％ 

教職員   ９４．１％ 

地域住民  ８８・９％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

○ 学校生活の様々な場面で，自分の身近

な人（友達，保護者，教職員，地域の方）

に対して，時と場に応じた気持ちのよい

あいさつを行うことについて，指導を続

ける。 

Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５%以上 

 

 

 

・児童が「自ら目標を設定し，それに向

かって努力することの大切さ」に気付け

るよう，家庭学習の習慣化の取組とも連

携を図っていく。 

・各種検定等を継続的・計画的に位置付

け，児童が自分なりの目標を設定し，進

んで取り組もうとする態度を育てる。 

・児童の自己肯定感を高められるよう，

教職員が認め励ます指導を継続して行

うとともに，児童同士が相互に認め合う

場を積極的に設定する。 

・道徳の授業において，目標をもって

粘り強く取り組むことの大切さに気付

かせるとともに，実践に向けた意欲を

高める。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ８８．８％ 

 教職員  １００．０％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 各教科の学習や特別活動等，様々な場

で，児童が自らの目標に向かって挑戦す

る機会を設定し，最後までやり遂げられ

るよう支援したり各自の頑張りを称賛し

たりして達成感や成就感を味わわせ，物

事に粘り強く取り組む態度を養う。 



Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，健康や安全に気

を付けて生活している。」 

⇒児童・教職員・保護者の

肯定的回答８５%以上 

 

・学校内外を「感染症拡大防止」の観点

から点検し直したり，「新しい生活様式」

の確実な実践指導を徹底したりして，感

染症拡大防止に努める。 

・安全教育を徹底することにより，けが

による保健室利用を減少させる。 

・日常生活や教科指導の中で，自然災害

（雷，竜巻，洪水等）について，学年の

発達の段階に応じて指導し，安全に行動

できるようにする。 

・避難訓練，交通安全教室などの定期的

な実施，事前指導・事後指導の充実をと

おして，児童が安全な学校生活を送ろう

とする意識を高め，日常生活における自

らの安全確保に必要な各自の判断力を

確実に身に付けさせていく。 

・情報交換会や定期的な交流，毎朝のあ

いさつ運動や立哨活動などの機会を活

用し，スクールガードチーフ及び見守り

隊との連携を深め，児童の登下校の状況

の把握に努めるとともに，児童が主体的

に通学時の安全について考え行動する

機会を設け，安全意識の高揚を図る。 
・体育関係各種検定カードの活用や業間

のスポーツタイムの充実により，自ら体

力向上に取り組む児童の育成を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９３．７．３％ 

保護者   ９５．４％ 

 教職員  １００．０％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 次年度も引き続き感染症拡大防止に努

めるとともに，感染状況などの情報を教

職員で共有し，その環境に合った対策や

学習内容を確実に共通理解して指導にあ

たる。 

・ 児童指導主任・養護教諭等を中心に安全

に関する生活目標を全校に呼び掛けるな

ど，安全な学校生活への関心を高め，進ん

で安全な生活を送ろうとする資質・能力

を育成する。 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

⇒児童・保護者の肯定的回

答８５%以上 

・道徳の授業で年間を通して「個性の伸

長」等について指導し，児童が自らのよ

さを自覚して夢や目標の実現に向けて

取り組もうとする意欲を高めるととも

に，宮・未来キャリア教育年間指導計画

に基づき，キャリア・パスポートの有効

活用を図って，望ましい勤労観・職業観

を意図的・計画的に育む。 

・外部機関や企業との連携を図った体験

的な学習を通して視野を広げ，社会への

関心を高めたり社会との関係を学んだ

りする機会を確保し，将来の社会人とし

ての基盤づくりに努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ８８．８％ 

 保護者   ８５．４％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 「宮・未来キャリア教育年間指導計画・

内容一覧表」・「キャリア・パスポート」を

活用し，学校・家庭とで共通理解を図りな

がら，児童が夢や目標に向けて取り組も

うとする意欲を育む。 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５%以上 

・校内研修等により教師自身の指導力を

向上させ，英語によるコミュニケーショ

ンの楽しさを児童が実感できる授業の

構築に努める。 

・外国語活動・外国語科の授業やＡＬＴ

との交流を通じて言語や文化について

体験的に児童の理解を深め，積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度

を育成する。 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９５．１％ 

 教職員  １００．０％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 休み時間等の授業以外の時間にも，児童

がＡＬＴと積極的にコミュニケーション

が取れる機会を計画的に設定する。 



Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを知

っている。」 

⇒児童の肯定的回答８５%

以上 

 

・生活科，３，４年生での社会科，５．

６年生での総合的な学習の時間の授業

（「宇都宮学」）や掲示物等を通じて，宇

都宮市の伝統・文化・産業等に対する児

童の理解を深め，郷土愛を育む。 
 Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ８８．８％  

・ 目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 生活科の瑞穂野地区のよさを知る活動

や，３，４年生での社会科，５．６年生で

の総合的な学習の時間の授業（「宇都宮

学」）を通して，地域への愛着や宇都宮市

の伝統・文化・産業等に対する児童の理解

を深め，郷土愛を育む学習を計画的に実

施する。 

Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，パソコンや図書

等を学習に活用してい

る。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５%以上 

・国の「ＧＩＧＡスクール構想」の趣旨

に鑑み，日常の学習で，児童がタブレッ

ト等のＩＣＴ機器を活用する場を意識

的に設定し，授業のねらいを達成するた

め，効果的に機器を活用できるようにす

る。また，適切・安全に使いこなすこと

ができるよう，児童にネットリテラシー

などの情報活用能力を育成する。 
・市立図書館とも連携し，授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充実等，

学校図書館の環境整備に努める。市立図

書館の本を利用した調べ学習への取組

などを，図書館だより等で保護者に知ら

せる。 

 

Ａ 

【達成状況】 

 児童    ９５．１％ 

 教職員  １００．０％ 

・ いずれも目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 一人一台の Chromebook を児童が効果的

に授業で活用できるよう，校内研修等を

通じて教師自身の ICT 活用力の育成に努

める。 

・ 児童が各教科でコンピュータに意図し

た処理を行うよう指示する体験を積み重

ねることで，プログラミング的思考の育

成を図る。 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても思

いやりの心をもって優し

く接している。」 

⇒児童・保護者・教職員・

地域住民の肯定的回答 

８５%以上 

 

・体験活動と関連を図った道徳科の授業

を実施し，生命や人権を尊重する心や，

人を思いやる心などを涵養する。 
・人権教育年間指導計画に基づき，全教

育活動を通して人権教育を計画的に実

施する。   

・総合的な学習の時間や各教科の授業等

において，地域の方や高齢者と交流する

機会を設け，感謝や相手を思いやる心を

育む。 

B 

【達成状況】 

 児童    ９３．７％ 

 保護者   ９５．５％ 

教職員  １００．０％ 

地域住民 １００．０％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 道徳教育・人権教育年間指導計画に基づ

き，全教育活動を通して人権教育を計画

的に実施する。   

・ 総合的な学習の時間や各教科の授業等

において，地域の方や高齢者と交流する

機会を工夫（オンライン等を利用するな

ど）して設け，感謝の気持ちや相手を思い

やる心を育む。 

 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防災

等の「持続可能な社会」に

ついて，関心をもってい

る。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５%以上 

・社会科・理科・生活科・総合的な学習

の時間等の授業を通して，地域や国土の

環境や防災への関心を高め，環境と調和

しながら生きる意識や態度を育成する。 

・「持続可能な開発目標（SDGs）」を意識

したぽぷら活動，プロジェクト活動の充

実を図り，牛乳パックのリサイクルやプ

ラスチックごみの分別，環境美化への呼

びかけなどを継続して行う。 

・教室移動の際の消灯，不要な水道の使

用防止等，節電・節水などについて周知 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ８８，８％ 

 教職員   ８２．４％ 

・ 児童は目標を上回った。教職員は昨年度

を大きく上回ったが，目標には達してい

ない。 

【次年度の方針】 

・ 各教科等における自然や環境に関する

学習や防災教育の充実を図り，地震・水害

等に備え，状況に応じて的確な判断の下

に自らの安全を確保するための行動をと 



 徹底を図る。 

・東日本大震災をはじめとした過去の災

害の具体事例から学ぶ教材を工夫し，防

災教育の充実を図る。 

 

れる力の育成を目指す。 

目 
 
指 
 
す 
 
学 
 
校 
 
の 
 
姿 

Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

⇒教職員の肯定的回答 

８５%以上 

・特別支援教育コーディネーターや児童指導

主任を中心に，全校で特別な支援が必要な児

童に関する共通理解を図り，一人一人のニ

ーズを踏まえた支援を組織的に行う。 

・通常の学級においても，必要に応じて

個別の支援計画を作成し，それに基づく合理

的な配慮を伴う指導に努める。 

・校内研修や職員会議等の際に，児童指

導上の課題等を共有する場を確実に設

け，適切な指導及び必要な支援の在り方

について，教職員の理解を深める。 

Ｂ 

【達成状況】 

  教職員  １００．０％ 

・ 目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 特別支援教育コーディネーターや児童

指導主任を中心に，全校での支援体制づ

くりを継続していく。 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であるこ

とを指導している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導 

してくれる。」 

⇒児童・保護者の肯定的回

答８５%以上 

・本校基本方針を学校ホームページで公

開するとともに，学校だより等を活用す

るなどして周知を図る。 

・いじめゼロ強調月間の取組やプロジェ

クト活動によるいじめ根絶に向けた児

童の活動等をとおしていじめの未然防

止を図るとともに，いじめの早期発見及

び適切な対応に努める。 また，これらの

取組を学年だより・学校だより等で公開

し，家庭・地域・学校が同一歩調でいじ

め防止に取り組めるようにする。 

・道徳科でもいじめに関する教材を引き

続き取り上げ，全学年一斉に道徳の時間

にいじめに関する授業参観を実施する

などして，学校全体でいじめのない環境

づくり体制の強化を図る。 

・いじめの原因の一つともなり得る携帯

電話やスマートフォンなどに関する約

束や情報モラル等を指導するとともに，

適切な使い方について保護者と共通理

解を図る場を設定する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９８．６％ 

 保護者   ９０．２％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 「市及び本校いじめ防止基本方針」に基

づき，いじめは絶対許されないこととい

う児童自身の規範意識の向上や思いやり

の心の育成に努める。 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大

切にし，児童がともに認め

励まし合うクラスをつく

ってくれている。」 

⇒児童の肯定的回答 

８５%以上 

・互いに存在を認め合う人間関係づくり

を目指し，各自が自己肯定感を高められ

るよう，教師による日常的な声掛けや朝

の会・帰りの会等での児童が互いに称賛

し合う場の設定を行い，学級での取組を

学級懇談会や学年だよりで周知する。 

・教育相談，アンケート，Ｑ－Ｕ調査等

の結果を活用し，不適応傾向・問題行動

の早期発見と不登校の兆候や傾向のあ

る児童に係る校内での情報共有を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童   １００．０％ 

・ 目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ すべての児童の自己肯定感を高めるこ

とを目指し，今後も，居がいのある学校・

学級づくりを行う。また，不登校傾向のあ

る児童の早期発見に努め，保護者と確実

に連携を図り，適切な早期対応に努める。 



 ・情報交換を活発に行って全職員が児童

理解に努めるとともに，組織的対応ので

きるシステムを構築する。 

・「共遊の時間」を継続実施し，児童同士

及び教職員と児童のより良い関係づく

りに努める。 

 

 

 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

⇒教職員の肯定的回答 

８５%以上 

 

・特別な支援を必要とする児童の特性に

よる学習上・生活上の困難の理解に努

め，必要に応じて特別支援教育コーディ

ネーター・養護教諭と連携し，支援に係

る適切な判断や支援を行える体制を整

えておく。また，スクールカウンセラー

との更なる連携強化に努め，専門的見地

に立った適切な指導への助言を得られ

るようにする。 

・児童が国籍や文化の違い等を認め合い

尊重し合いながら生活できるよう，国際

理解を推進し，日常的な指導に努める。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員  １００．０％ 

・ 目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 他国の多様な文化に触れる機会を設定

し，自国と他国の隔てなくそれぞれを尊

重しようとする態度を育成する。 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，活気があり，明

るく生き生きとした雰囲

気である。」 

⇒児童・保護者・教職員・

地域住民の肯定的回答 

８５%以上 

 

・日常生活や瑞南ふれあい祭りなど，あ

らゆる教育活動の場面で，児童相互，教

師と児童，教師と保護者や地域の人とが

ふれあう機会を設定する。 

・児童会活動の活発化を図り，児童が主

体的に取り組む場を設ける。 

・「なかよしタイム」及び「共遊の時間」

を継続実施し，児童同士・教師と児童間

の豊かな人間関係の構築に努める。 

・教師間のコミュニケーションを十分図

って風通しの良い関係を構築し，校務分

掌の枠を超えて協力・分担する協働の意

識を高める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９２．３％ 

 保護者   ９５．５％ 

教職員  １００ ％ 

地域住民 １００ ％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ キャリア・パスポートを活用して自他の

よさや成長を認め合う場を設け，児童相

互のより良い関係を構築する。 

・ 特別活動や集会活動に児童が主体的に

関わることができるよう，活動の在り方

を工夫改善していく。 

Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かり

やすく，一人一人に丁寧に

教えてくれる。」 

⇒児童・保護者の肯定的回

答８５%以上 

・授業のねらいの明確化とまとめ・振り

返りの実施により，児童が見通しをもっ

て取り組み，学んだことや自分の成長を

実感できる授業を行う。 

・児童の実態を踏まえて，教材を工夫す

るなど，分かる授業の実践に努める。 

・学級担任とかがやきルーム指導員や学

力向上担当教員の連携を密にし，より一

層効果的な実施方法を工夫して少人数

指導の充実を図る。 

・習熟度別学習や T・T などの少人数指

導を充実させ，児童の実態に合わせて，

各自の学力をさらに伸ばす指導や 取組

について工夫していく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童   １００．０％ 

 保護者   ９１・９％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 学校課題を軸とした職員研修を実施し，

教師一人ひとりが公開授業を行い，授業

研究会を行うことで授業力向上を図る。

また，年間を通した校内研修の充実によ

り，教職員同士で学び合い，各自の授業力

向上を目指す。 



 ・年間をとおして内容を整理した職員研

修を実施し，教師一人ひとりの授業力向

上を図る。「授業を見せ合おう月間」の継

続実施により，教職員同士で学び合い，

各自の授業力向上を目指す。 

・教職員と児童，児童相互のコミュニケ

ーションに際し，傾聴の姿勢が身に付く

よう，さらに学習環境作りに努める。 
 

 

 

 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる教職員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。」 

⇒教職員の肯定的回答 

８５%以上 

 

・教職員は，話を聴く，声をかける，称

賛する，指導する，家庭と連携するなど，

児童・保護者等と積極的に関わる。 
・全教職員が学校経営への参画意識をも

ってチームとして取り組めるよう，共通

課題を設定し解決に取り組む。 

・教職員同士の打合せの時間を確保した

り報・連・相を徹底したりしてコミュニ

ケーションを十分図れるようにし，教職

員同士が協力し合い，協働して教育活動

の推進に努める。 
・授業参観や学級懇談会などの内容を工

夫し，指導方針や学級経営方針への保護

者の理解を深めるよう努める。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員  １００．０％ 

・ 目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 職員が，多様な課題にチームとして対応

することができるよう，情報交換の時間

の確保や場の設定を計画的に設ける。 

・ 個々の教職員のよさや能力を発揮でき

るよう，校務分掌の工夫に努める。 

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務時

間を意識して，業務の効率

化に取り組んでいる。」 

⇒教職員の肯定的回答 

８５%以上 

 

・全教職員が児童と向き合う時間の確保

に努めるために，働き方改革の視点に立

って，業務の効率的な実施・計画的な処

理を意識する。 

・全教職員が，各自の立場から負担軽減

の方策を考えて「一人一改善」を提案し

実践するなど，更なる業務改善に努め

る。 

・ミライムによる出退勤の記録を蓄積す

ることにより，適正な勤務時間の管理に

ついての教職員自身の意識を高める。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員   １００％ 

・目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 業務内容の可視化を図り，小チームで計

画的に対応できる仕組みを構築するな

ど，職員間の連携を強化する。 

・ 学校行事の精選，校務分掌の見直し等に

より，業務量の縮減を目指す。 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学校と中学校

が連携した「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を 

行っている。 

⇒教職員の肯定的回答 

８５%以上 

 

 

○地域学校園分科会ごとに今年度の基

本方針を受けた取組の充実を図る。 
○４校連教育講演会や情報交換の実施

により，小中の相互理解を深める。 
○児童や保護者にも広く「小中一貫教

育」の取組と意義を周知するため，広報

活動を積極的に行う。（小中一貫だより

等の発行，地域協議会だよりとの連携） 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員   １００％ 

・目標を上回った。 

【次年度の方針】 

○ 計画的な分科会の実施により，地域学

校園内の情報交換を密にして共通理解を

図り，地域の課題に即した各分科会の取

組の充実を図る。 
 



Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

⇒保護者・地域の肯定的回

答８５％以上 

 

 

・地域協議会との連携を更に強化し，一

層の教育的効果が期待できる学校行事

や授業への協力を地域へ依頼する。 

・街の先生や地域ボランティアの方々を

学校行事や授業に積極的に活用するこ

とをとおして地域の教育力の活用を図

るとともに，学校と地域が協働して児童

の健全育成に取り組める環境づくりに

努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

 保護者    ９１．５％ 

 地域住民  １００・０％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 地域協議会との連携を工夫し，学校行事

や授業に地域の教育力を積極的に活用で

きるよう，更なる情報収集に努める。 

 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

学校は，家庭・地域・企業

と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図

っている。」 

⇒保護者・地域の肯定的回

答８５％以上 

 

 

・企業等による出前講座，校外での体験

学習等，校外の各種機関の専門知識，施

設・設備を活用した多様な学習を位置付

ける。  

・地域協議会と連携し，学校経営方針へ

の保護者・地域住民の理解を深め，意見

や学校関係者評価の結果を反映させて

学校経営の改善に努める。 Ｂ 

【達成状況】 

 保護者    ９１．５％ 

 地域住民  １００・０％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】→継続 

・ 企業等によるオンラインによる出前講

座等，新しい交流の在り方の開発に努め，

各種機関の専門知識や技術等を活用した

多様な学習を実践する。 

 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環境づ

くりに努めている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくり

に努めている。」 

⇒保護者・教職員の肯定的

回答８５%以上 

 

・新型コロナウイルス感染症対策の徹

底，熱中症予防対策，インフルエンザ蔓

延予防対策など，時期に応じて適切な保

健指導管理に努める。 

・定期的に学校施設の安全点検を実施

し，危険個所については迅速な改善や修

繕に努める。 

・危機管理マニュアルを整備するととも

に，避難訓練や引き渡し訓練等を通し

て，火事，地震，竜巻，不審者侵入等の

不測の事態への備えを万全にし，児童自

身の危機回避能力を育成する。また，そ

れらの取組を学校だよりや保健だより 

等で保護者及び地域住民にも情報発信

し，日常生活における安全な行動の仕方

を共有していく。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 保護者    ９４．５％ 

 地域住民  １００・０％ 

・ いずれも，目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 危機管理マニュアルの見直しや改善を

日常的に行い，避難訓練や引き渡し訓練

等を通して，火事，地震，竜巻，洪水，不

審者侵入等の不測の事態への備えを万全

にし，児童自身が災害に立ち向かう態度

や防災に関する基礎知識を確実に身に付

けさせる。 



Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５％以上 

 

・授業において，学習のねらいを達成さ

せるために教師が効果的に機器を用い

ることで，課題解決にＩＣＴ機器等を活

用しようとする児童の意欲を高める。 

・新規導入タブレットを用いて，教室等

での効果的なＩＣＴ機器の活用を実践

し，児童の学力向上と教職員の授業力向

上を目指す。 

・市立図書館とも連携し，授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充実等，

学校図書館の環境整備に努める。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９５．１％ 

 教職員  １００．０％ 

・ いずれも目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ Chromebook を児童が効果的に授業で活

用できるよう，校内研修等を通じて教師

自身の ICT 活用力の向上に努める。 

・ 市立図書館との計画的な連携により，教

育用図書の確保と充実に努める。 

本

校

の

特

色

・

課

題 
等 

Ｂ１ 児童は，周囲の人に

感謝の気持ちをもっ

て生活している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，お世話になった

人に進んで感謝の気持ち

を伝えている。」 

⇒児童・教職員・保護者・

地域の肯定的回答８５％

以上 

 

・「感謝の気持ちをもつ子は，高い自己肯

定感を有する」という理念の下，自分の

周囲の人や物に対しての感謝の気持ち

を培う活動を，家庭と連携して工夫して

行う。 

・帰りの会等で，児童同士が相互に認め

合って感謝を述べ合う場を積極的に設

定する。また，教職員が児童のよい行い

に気付いた際には積極的に感謝の言葉

を述べ，範を示す。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９１．６％ 

 保護者   ９１．７％ 

 教職員  １００．０％ 

 地域住民 １００．０％ 

・ いずれも目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 教師の日常的な言葉かけによって，様々

な人々の協力によって児童の安全で快適

な学校生活が維持されていることに気付

かせ，周囲の人・物への感謝の心を育む。 

 

Ｂ２ 児童は，学習するこ

との意義を理解して

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，学習したことは

自分に役立つと考えてい

る。」 

⇒児童・保護者の肯定的回

答８５％以上 

 

・新しいことを学習する際でも既習事項

をいかして課題解決ができることに気

付いたり，学習の振り返りで自分自身の

成長に気付いたり，学習したことを実生

活で活用したりする経験を児童が積み

重ねることで，児童自身が学ぶ楽しさや

学ぶ意義を実感できるよう，指導過程を

工夫する。 

・上記のような児童の姿が見られたとき

には積極的に称賛し，次の活動への意欲

を高められるようにする。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９７．９％ 

 保護者   ８０．３％ 

・ 保護者は目標に達しなかった。 

【次年度の方針】 

・ 授業での学習の振り返りを重視し，児童

が自分自身の成長や学習の有用性を実感

できる指導過程を工夫することで，主体

的に学習に取り組もうとする態度を育て

る。 

・ 授業参観等を活用し，新しく取り組んで

いる ICT を活用した授業や外国語活動・

外国語科の時間を公開し，今日的な学校

教育に対する保護者の理解の深化を図

る。 

 

Ｂ３ 学校と家庭とが連

携し，基本的な家庭学

習の習慣が育成され

ている。   

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，基本的な家庭学

習の習慣が身に付いてい

る。」 

・家庭学習スタンダードを活用し，家庭

と連携しながら家庭学習を奨励する。 

・児童の学習状況を踏まえた課題を与え

るなど，家庭学習を効果的に進められる

ような学習環境づくりを進める。 

・学年だより，学級懇談会，授業参観や

オープンスクールなどの機会を活用し，

学校と家庭とが連携して児童の学習を 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ８８．１％ 

 保護者   ８３．７％ 

・ 保護者は目標に達しなかった。 

【次年度の方針】 

・ 家庭学習強化週間では，児童への具体的

な学習内容の指導を行うだけでなく，保

護者に，児童の意欲を高め望ましい学習

習慣を身に付けるために有効な関わり方

等についても分かりやすく紹介する。そ

うした働きかけを通して，親子で相談し 



⇒児童・保護者の肯定的回 

答８５％以上 

支えられるような体制づくりに努める

とともに，児童のよさや成長の跡を保護

者に伝え，家庭の協力を呼びかける。・家

庭学習強化週間を設定し，具体的なアド

バイスの提示，積極的な取組の様子の紹

介，児童の努力への称賛などにより，家

庭学習に対する児童や家庭の意識の高

揚を図る。また，望ましい学習習慣を身

に付けるための保護者の関わり方等に

ついても紹介し，個に応じた家庭学習の

仕方について親子で相談できるように

する。 

 

 

 

合いながら取り組んだり，保護者が児童の

成長を実感したりできるようにする。 

Ｂ４ 児童は，自分のよい

ところに自信をもち，

自己肯定感をもって

生活している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，自分のよさに自

信をもって生活してい

る。」 

⇒児童・保護者の肯定的回

答８５％以上 

 

・児童の自尊感情を高められるよう，児

童が相互に認め合う場を数多く設ける

とともに，担任も認め励ます指導に努め

る。また，児童のよさを積極的に保護者

に伝え，家庭でも話題にし，称賛しても

らえるようにする。 

・授業では，振り返り活動を重視し，児

童が発揮したよさや，努力したこと，自

分自身の成長を自覚できるような自己

評価・相互評価の場を設ける。 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ７９．７％ 

 保護者   ８７．７％ 

・ 児童は目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・ キャリア・パスポートを活用し，児童同

士が自他を認め合える機会を設ける。 

・ 児童に対して，結果だけではなく成長の

プロセスを称賛する場を意識して多く設

ける。その様子を保護者にも伝え，保護者

からも認め励ましてくださるよう協力を

仰ぐ。 

 

 

Ｂ５ 児童は，人間関係や

学校生活の秩序を維

持するための基本的

生活習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，脱いだ靴をそろ

えたり，マナー３か条を実

践したりするなど，学校の

ルールを守っている。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５％以上 

 

・落ち着いて生活したり，他者を大切に

して互いに気持ちよく活動したりでき

るためには，各自が学校のルールを守る

ことが大切であることを繰り返し指導

する。 

・児童指導主任や生活当番を中心に，児

童の様子で気がかりなことがあった場

合には全教職員で共有し，直ちに解決に

取り組む。 

・学校での取組を家庭や地域とも共有

し，児童のマナーアップへの協力を依頼

する。 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９４．３％ 

 教職員  １００．０％ 

・ いずれも目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・ 学校からの情報発信により学校での取

組を家庭や地域と共有することで，基本

的生活習慣の更なる定着を目指す。また，

児童が周囲から認めていただくことで，

自己肯定感を高め，望ましい人間関係の

育成や高い自己管理能力の育成を目指

す。 

 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
・ 評価に関する数値的指標は３０項目中 ２６項目で達成されており，概ね良好な状況である。特に，児童への設問では，

２０項目中１８項目で市の平均を上回っており，学校の教育活動にうまく適応しているものと考えられる。 
・ 「思いやりの心」「いじめへの取組」「不登校対策」「活気ある学校」に関しては，教職員・保護者・地域住民・児童のい

ずれも高い肯定的回答率であり，落ち着いた生活の様子が高く評価されている。 
・ 特に，「いじめへの取組」については，昨年度と比較して保護者の肯定的回答率が７ポイント以上上昇して目標値を上回

るなど，昨年の反省を基に指導の改善を図ってきたことが結果としてあらわれた。「不登校を生まない学級経営」について

も，教職員・児童は１００％，保護者も昨年度を５ポイント以上上回る９２．１％と，一人一人を大切にする学校の姿勢



が高く評価されている。 
○ 昨年度は課題が見られた「小中一貫教育」については，児童の肯定的回答率が昨年や市を大きく上回り，取組への理解

が深まってきていると言える。次年度は，今年度かなわなかった具体的交流を充実させ，地域の一員としての自分たちの

在り方について，更に実感としての理解を深めたい。 
・ 「積極的な学習への取組 」に関しての保護者の肯定的回答は昨年以上で約９６％と高いものの，「家庭学習の習慣化」

に関しては昨年同様約８４％と，改善が見られない。学校としての取組を広報するだけでなく，保護者が児童の取組を実

感できる働きかけの仕方を工夫改善する必要がある。 
・ 新型コロナウイルス感染症の影響により，今までの学校生活の在り方に大きな変更を求められたり，積極的な児童同士

の交流に制限があったりしたことが影響しているのか，児童の「夢や目標に向かっての努力」「自分のよさへの自信」につ

いては，肯定的回答率が昨年度を大きく下回った。次年度に向けて指導の改善が求められている。 
・ 今年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，授業参観等を実施することができなかった。そのため，マネジ

メントの設問に対して「判断できない」と回答した保護者の割合も高かった。次年度は，感染症への対策を今年度以上に

工夫しながら，学校公開の場を増やしていきたい。 
 
７ 学校関係者評価 

・ 「児童の自己肯定感の向上」のためには，教師が児童を認め励ます教育の一層の充実が望まれる。また，児童が自分自

身や友達のよさに気付ける機会を設けたり児童同士で互いのよさを認め合う場を数多く設定したりして，自分のよさに自

信をもって生活できるよう支援していくことが大切なのではないか。更にこれらの積み重ねによって，自分中心に物事を

考えるのではなく，相手を尊重するという態度も児童の中に育つのだと考えられる。 
・ 「学習内容の将来の有用性についての保護者の意識の向上」のためには，授業公開やＨＰ・各種たよりを通して，学ぶ

ことについての会話を家庭内で増やせるよう学校側が働きかけの仕方を工夫したり，児童が学びの有用性を実感している

具体例を保護者に紹介したりするとよい。 

 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
・ 「あいさつ」「 きまりやマナー 」「自己肯定感の向上」 の 指導 については，学校だけでなく，家庭や地域とも連携を

図りながら協力して行っていく。 
・ 積極的な広報活動を通して学校での様々な取組を継続して発信するとともに，感染症対策を十分講じながらの授業公開

を可能な範囲で実施することで，保護者や地域と児童のよさや課題を共有し，「社会に開かれた教育課程」の実現を目指

す。 
・ ＩＣＴ機器や図書等の計画的・効果的な授業での活用により，「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った分かる授業

を展開することができるよう教師の授業力向上を図る。また，機器を活用することで面と向かい合わなくても教師や児童

との関わり方の中で児童が意見を述べたり友達の意見を聞いたりしながら自分の考えをもち，その後お互いの意見を発表

し合ったり認め合ったりする場を確保する。そうした経験の積み重ねにより，児童の自己肯定感の向上を目指す。 
 


